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祝 缶サット甲子園全国大会 出場！！ 

 2022 年 6 月に 3 年生が引退して以降、１人で地道に活動を続け、今年度４月に

新入部員 3 人が加わりました。新しい風が吹き始めた宇宙部は、「いつも心にプラ

ン B」をモットーに「缶サット 全国優勝」を目標に掲げ、日々活動してきまし

た。そして今回、九州大会の結果を受け全国大会出場へ昇り詰めることができま

した。皆様のサポートに感謝し、地元肝付町にも貢献できるよう頑張ります。 

 今後もご支援・ご協力をよろしくお願いします。 

楠隼高等学校 宇宙部 
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１
１
月
に
行
わ
れ
た
、
「
宇
宙
甲
子
園
缶
サ
ッ
ト
部
門
２
０
２
３ 

九
州
大
会
」
で
の
結
果

を
受
け
、
２
月
１
１
日
に
肝
付
町
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
へ
の
出
場
が
決
定
し
た
。
全
国
大

会
へ
の
切
符
を
つ
か
み
取
る
た
め
の
地
方
大
会
が
各
地
で
行
わ
れ
、
計
３
６
チ
ー
ム
が
参
加
し

た
。
そ
の
う
ち
全
国
大
会
へ
進
出
を
決
め
た
の
は
１
１
チ
ー
ム
。
常
連
校
も
多
い
中
、
本
校
宇

宙
部
も
全
国
大
会
へ
の
切
符
を
見
事
つ
か

ん
だ
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
等

に
よ
り
数
年
間
、
缶
サ
ッ
ト
甲
子
園
に
出

場
で
き
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
缶
サ
ッ
ト

の
経
験
者
が
お
ら
ず
手
探
り
状
態
で
の
ス

タ
ー
ト
と
な
っ
た
。
先
輩
方
が
書
き
残
し

て
い
た
こ
れ
ま
で
の
缶
サ
ッ
ト
に
関
す
る

メ
モ
を
読
み
、
ど
の
よ
う
な
も
の
を
作
っ

て
き
た
の
か
、
何
を
す
る
必
要
が
あ
る
の

か
な
ど
の
基
本
事
項
を
集
め
た
。
６
月
に

は
、
国
分
高
校
で
行
わ
れ
た
缶
サ
ッ
ト
に

つ
い
て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し

た
。
大
学
の
先
生
か
ら
缶
サ
ッ
ト
の
基
本

と
な
る
作
り
方
を
教
わ
っ
た
。

夏
休
み
に
は
人
工
衛
星
や
ロ
ケ

ッ
ト
の
研
究
を
専
攻
し
て
い
る

本
校
の
Ｏ
Ｂ
と
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
。

ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
立
て
方
等
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た
。 

夏
休
み
が
明
け
、
本
格
的
に

缶
サ
ッ
ト
づ
く
り
が
ス
タ
ー

ト
。
缶
サ
ッ
ト
本
体
の
構
造
な

ど
を
考
え
る
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
担

当
と
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
な
ど
に

取
り
組
む
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
担
当

に
分
か
れ
て
作
る
こ
と
に
し

た
。
今
回
の
大
き
な
ミ
ッ
シ
ョ

ン
は
「
植
物
の
生
育
状
況
の
把
握
」
と
掲
げ
た
。
こ
れ
ま
で
の
先
輩
方
が
、
火
星
で
の
種
ま
き

に
挑
戦
す
る
種
ま
き
缶
サ
ッ
ト
「
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
（
咲
種
）
」
を
開
発
し
て
い
た
た
め
、
今

回
は
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
そ
の
植
物
が
ど
の
く
ら
い
生
育
し
た
の
か
を
見
る
た
め
の
缶
サ

ッ
ト
「
Ｇ
Ｅ
Ｒ
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
ＮⅡ

」
を
開
発
す
る
こ
と
に
し
た
。
缶
サ
ッ
ト
が
落
下
す
る

ま
で
の
間
に
画
像
を
撮
影
後
、
画
像
解
析
を
行
い
、
発
芽
量
を
推
定
す
る
。 

ミ
ッ
シ
ョ
ン
評
価
は
３
段
階
に
分
け
て
行
う
。
最
低
達
成
し
た
い
ミ
ニ
マ
ム
サ
ク
セ
ス
は
、

「
①
缶
サ
ッ
ト
を
安
全
に
落
下
さ
せ
る
。
②
カ
メ
ラ
、
気
圧
セ
ン
サ
の
い
ず
れ
か
か
ら
デ
ー
タ

を
取
得
す
る
。
」
と
す
る
。
目
標
と
す
る
フ
ル
サ
ク
セ
ス
は
「
カ
メ
ラ
で
の
画
像
の
撮
影
、
画

像
分
析
に
よ
り
、
緑
系
色
の
分
布
量
を
算
出
す
る
。
」、
こ
こ
ま
で
で
き
れ
ば
文
句
な
し
で
あ
る

エ
ク
ス
ト
ラ
サ
ク
セ
ス
は
，
「
撮
影
さ
れ
た
画
像
と
大
気
圧
な
ど
の
デ
ー
タ
を
複
合
し
、
発
芽

量
を
精
度
９
０
％
以
上
で
予
測
す
る
。
」
と
定
め
た
。 

全
国
大
会
で
は
、
缶
サ
ッ
ト
を
投
下
さ
せ
る
た
め
に
モ
デ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
も
製
作
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
れ
ま
で
作
っ
て
き
た
モ
デ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
よ
り
大
き
い
も
の
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
も
巧
み
に
使
い
な
が
ら
正
確
性
の
高
い
ロ
ケ
ッ
ト
を
作
っ
て
い
る
。 

全
国
大
会
で
優
勝
す
れ
ば
、
世
界
大
会
へ
つ
な
が
る
可
能
性
も
あ
る
。
全
国
の
舞
台
で
活
躍

す
る
宇
宙
部
を
応
援
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

ひ
と
く
ち
メ
モ
～
缶
サ
ッ
ト
と
は
～ 

缶
サ
ッ
ト
甲
子
園
と
は
、
高
校
生
が
自
作
し
た
缶
サ
ッ
ト
（
空
き
缶
サ
イ
ズ
の
模
擬
人
工
衛

星
）
を
打
上
げ
、
上
空
で
の
放
出
・
降
下
・
着
地
の
過
程
を
通
じ
て
、
技
術
力
・
創
造
力
を
競

う
競
技
会
で
す
。
従
来
の
競
技
会
の
よ
う
に
「
定
め
ら
れ
た
技
能
」
を
競
う
の
で
は
な
く
、
生

徒
の
皆
さ
ん
が
斬
新
で
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
あ
る
缶
サ
ッ
ト
を
作
り
、「co

o
l

さ
」
を
競
い

ま
す
。（
缶
サ
ッ
ト
甲
子
園
Ｈ
Ｐ
よ
り
引
用
） 

（
米
満
恭
平
） 
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全
国
大
会
出
場
に
至
る
ま
で
多
く
の

方
々
に
支
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
様
の

協
力
の
お
か
げ
で
、
全
国
の
舞
台
に
立
つ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。 

内
之
浦
宇
宙
空
間
観
測
所
が
開
設
さ
れ

て
６
０
年
。
世
界
一
地
域
住
民
に
愛
さ
れ
て

い
る
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
場
の
あ
る
肝
付
町
。
し

か
し
、
な
か
な
か
足
を
運
ぶ
機
会
の
少
な
い

秘
境
の
地
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。 

２
月
１
１
日
に
、
肝
付
町
で
「
き
も
つ
き

宇
宙
フ
ェ
ス
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ

内
之
浦
宇
宙
空
間
観
測
所
の
施
設
特
別
公

開
を
は
じ
め
、
「宇
宙
な
ん
ち
ゃ
ら
こ
て
つ
く

ん
」
の
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
就
任
式
、
宇
宙
飛
行

士
の
山
崎
直
子
さ
ん
の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
、

Ｖ
Ｒ
体
験
な
ど
面
白
い
企
画
が
た
く
さ
ん

用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
内
外
か
ら

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
な
ど
の
グ
ル
メ
も
集
結
す
る

よ
う
で
す
。 

 

私
た
ち
宇
宙
部
の
全
国
大
会
も
フ
ェ
ス
と

同
時
開
催
で
行
わ
れ
ま
す
。
地
元
開
催
と

な
る
今
回
、
地
元
代
表
と
し
て
県
内
外
の

多
く
の
方
々
に
楠
隼
の
す
ば
ら
し
さ
、
肝
付

町
の
面
白
さ
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
当
日
は
観
戦
可
能
と
の
こ
と
で

す
の
で
、
ぜ
ひ
宇
宙
部
の
活
躍
を
近
く
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。
午
前
８
時
か
ら
開
催
予
定
で

す
。
（
天
候
に
よ
り
前
後
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
）
た
く
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。 

２
月
１
１
日
は
肝
付
町
で
宇
宙
に
触
れ

る
１
日
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
宇
宙
の
面
白

さ
、
楽
し
さ
を
肌
で
感
じ
て
み
て
く
だ
さ

い
。
き
っ
と
素
敵
な
出
会
い
が
あ
る
は
ず
で

す
。 駐

車
場
等
も
用
意
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。
詳
し
く
は
肝
付
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

Ｓ
Ｌ
Ｉ
Ｍ 

ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
着
陸
成
功  

 

先
月
２
０
日
午
前
０
時
ご
ろ
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
が
研

究
開
発
し
た
人
工
衛
星
「
Ｓ
Ｌ
Ｉ
Ｍ
」
が
月
面
着

陸
に
成
功
し
た
。
世
界
で
５
か
国
目
の
成
功
。
今

回
は
世
界
で
も
成
功
例
の
な
い
、
誤
差
を
１
０
０

メ
ー
ト
ル
以
内
に
抑
え
る
「
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
着

陸
」
に
挑
戦
し
た
。 

 

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
は
こ
れ
ま
で
に
探
査
機
か
ら
送
ら

れ
た
デ
ー
タ
な
ど
か
ら
「
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
着
陸
」

に
成
功
し
た
と
発
表
し
た
。
詳
細
に
解
析
し
た
結

果
、
探
査
機
は
着
陸
目
標
地
点
か
ら
東
側
に
５
５

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
地
点
に
着
陸
し
た
と
推
定
さ

れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
と
明
ら
か
に
し
た
。 

 

ま
た
搭
載
し
て
い
た
２
機
の
小
型
の
探
査
ロ

ボ
ッ
ト
も
正
常
に
機
能
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
、

月
面
で
撮
影
さ
れ
た
画
像
に
は
メ
イ
ン
エ
ン
ジ

ン
が
上
を
向
き
、
ほ
ぼ
垂
直
の
状
態
に
な
っ
た

「
Ｓ
Ｌ
Ｉ
Ｍ
」
の
機
体
が
写
っ
て
い
た
。 

 
こ
れ
ま
で
の
解
析
で
、
着
陸
直
前
の
高
度
５
０

メ
ー
ト
ル
付
近
で
二
基
の
メ
イ
ン
エ
ン
ジ
ン
の

う
ち
、
１
基
が
何
ら
か
の
原
因
で
失
わ
れ
た
。
こ

の
影
響
で
想
定
と
は
異
な
る
姿
勢
で
月
面
に
着

陸
し
た
こ
と
か
ら
探
査
機
に
搭
載
さ
れ
た
太
陽

電
池
に
太
陽
光
が
当
た
ら
ず
、
一
時
発
電
で
き
て

い
な
か
っ
た
が
、
数
日
後
に
太
陽
光
が
当
た
り
電

源
が
復
旧
し
た
。
運
用
再
開
後
、
機
体
に
搭
載
さ

れ
た
特
殊
な
カ
メ
ラ
で
月
面
の
岩
石
の
観
測
を

実
施
し
た
。 

 

「
Ｓ
Ｌ
Ｉ
Ｍ
」
の
月
面
着
陸
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見

た
楠
隼
高
校
２
年
の
中
尾
遙
希
さ
ん
は
「
こ
の
着

陸
が
今
後
の
宇
宙
開
発
に
大
き
な
影
響
を
与
え

て
く
れ
る
と
思
う
。」
と
語
っ
た
。
同
校
２
年
の

丸
本
翔
太
郎
さ
ん
は
「
９
月
の
Ｓ
Ｌ
Ｉ
Ｍ
の
打
ち

上
げ
を
見
た
。
月
か
ら
写
真
が
送
ら
れ
て
く
る
こ

と
に
ロ
マ
ン
を
感
じ
る
。」
と
笑
顔
で
話
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
米
満
恭
平
） 

 
 

宇宙からのささやき 

我々は月を探索するためにここまで 

やってきた。しかし、最も重要な発見は 

地球そのものだった。 
ウィリアム・アンダース 

1968 年 12 月、アポロ 8 号の乗組員として地球低軌道を離れて月に向かっ

た最初の 3 人の 1 人となった。 

 

↑缶サット全国大会に出場する宇宙部 ↑缶サットの略図（缶サット甲子園 HP より引用） 


